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施政方針

 

若
い
世
代
を
増
や
す

田
村
　
親
元
同
居
・
近
居
支
援

補
助
制
度
の
効
果
は
。

市
長
　
対
象
者
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、約
７
割
の
方

か
ら
補
助
制
度
が
転
入
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
と
の
回
答
を

受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、狭
山

市
を
選
択
す
る
際
の
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。ま
た
、子
育
て
な
ど
で

親
に
支
援
し
て
も
ら
え
る
こ
と

や
、何
か
あ
っ
た
と
き
に
、す
ぐ

に
駆
け
つ
け
ら
れ
る
な
ど
の
回

答
も
多
い
こ
と
か
ら
、同
居
・
近

居
と
い
う
形
態
が
お
互
い
の
負

担
軽
減
と
な
っ
て
い
る
効
果
も

伺
え
る
。

広
山
　
保
育
士
な
ど
の
処
遇
改

善
や
保
育
体
制
の
強
化
に
向
け

た
民
間
保
育
事
業
者
へ
の
支
援

策
は
。

市
長
　
保
育
士
宿
舎
借
り
上
げ

補
助
や
市
の
単
独
補
助
事
業
で

あ
る
職
員
の
賃
金
改
善
の
た
め

令
和
２
年
度
重
点
施
策

令
和
２
年
度
重
点
施
策

各会派から各会派から

市長に質問市長に質問！！
　第１回定例会で、小谷野剛市長が　第１回定例会で、小谷野剛市長が
令和２年度の市政運営の基本的な考令和２年度の市政運営の基本的な考
えと重点施策の概要を述べ、各会派えと重点施策の概要を述べ、各会派
の代表がそれぞれ質問を行いましの代表がそれぞれ質問を行いまし
た。ここでは、各会派の質問と市長のた。ここでは、各会派の質問と市長の
答弁から、要旨を体系に沿ってお知答弁から、要旨を体系に沿ってお知
らせします。らせします。

の
民
間
保
育
所
等
職
員
雇
用
費

補
助
金
を
引
き
続
き
給
付
し
て

処
遇
改
善
を
図
る
。ま
た
、保
育

士
が
本
来
の
保
育
業
務
に
専
念

で
き
る
よ
う
、周
辺
業
務
に
従

事
す
る
補
助
者
を
雇
用
す
る
保

育
体
制
強
化
事
業
の
補
助
な
ど

を
実
施
し
て
い
く
。

 

ま
ち
と
産
業
に
活
力
を

金
子
　
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
事
前
キ
ャ

ン
プ
地
と
し
て
の
誘
致
状
況
は
。

市
長
　
平
成
31
年
２
月
に
、ア

メ
リ
カ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
が
市
内
ラ
グ
ビ
ー
競
技
施
設

を
視
察
し
た
以
降
は
、具
体
的

な
進
捗
は
な
い
。

衣
川
　
入
曽
駅
周
辺
整
備
事
業

に
つ
い
て
、地
域
の
商
店
街
、通

勤
な
ど
の
利
用
者
や
、市
民
の
意

見
を
ど
の
よ
う
に
聞
き
、ど
の
よ

う
に
計
画
に
反
映
さ
れ
た
の
か
。

市
長
　
入
曽
地
区
の
全
24
自
治

会
を
対
象
と
し
た
説
明
会
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
出
さ
れ

た
意
見
、私
の
提
案
な
ど
を
通

じ
て
寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
つ
い

て
、内
容
を
精
査
し
、必
要
な
も

の
は
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
て

き
た
。そ
の
一
例
と
し
て
、歩
行

者
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ

う
、周
辺
道
路
の
拡
幅
整
備
に

つ
い
て
計
画
に
反
映
し
た
。

楽
し
め
る
健
康
高
齢
社
会
を

土
方
　
公
共
交
通
の
充
実
に
向

け
た
所
信
は
。

市
長
　
高
齢
者
の
移
動
手
段
の

確
保
だ
け
で
な
く
、魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
交
通

の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
は
重

要
な
課
題
と
受
け
止
め
て
お
り
、

市
内
循
環
バ
ス
の
さ
ら
な
る
充

実
と
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
導

入
に
つ
い
て
、地
域
公
共
交
通
会

議
に
お
い
て
、具
体
的
な
検
討
、

協
議
を
重
ね
て
い
く
。
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衣
川
　
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ

ー
サ
ピ
オ
稲
荷
山
の
施
設
の
改

修
と
管
理
運
営
の
方
針
は
、ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
。

市
長
　
昨
年
度
の
劣
化
状
況
調

査
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、今
年

度
に
詳
細
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た

結
果
、民
営
化
に
近
い
形
で
民
間

事
業
者
に
よ
る
施
設
の
改
修
と

管
理
運
営
を
一
体
的
に
行
う
事

業
手
法
の
導
入
を
図
る
こ
と
と

し
た
。今
後
、よ
り
詳
細
に
、導
入

に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

金
子
　
令
和
２
年
度
か
ら
の
埼

玉
県
へ
の
派
遣
職
員
の
選
定
要

件
は
。

市
長
　
関
係
機
関
と
の
円
滑
な

連
携
が
図
れ
る
資
質
を
持
っ
た

職
員
を
選
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

市
政
運
営
を
み
ん
な
の
力
で

広
山
　
市
民
意
識
調
査
の
結
果

や
市
民
会
議
な
ど
の
検
討
結
果

を
踏
ま
え
、後
期
基
本
計
画
を

策
定
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、策

定
に
あ
た
っ
て
の
主
眼
は
。

市
長
　
第
４
次
狭
山
市
総
合
計

 
結
び
に

田
村
　
２
期
目
に
向
け
て
、市
民

福
祉
に
向
け
た
市
長
の
改
め
て

の
決
意
は
。

市
長
　
昨
年
７
月
に
情
熱
一
番

を
モ
ッ
ト
ー
に
、「
狭
山
の
未
来

を
守
る
」こ
と
を
誓
い
２
期
目

を
ス
タ
ー
ト
し
た
。引
き
続
き

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
で
市

民
の
誰
も
が
夢
と
希
望
の
持
て

る
狭
山
市
の
実
現
に
向
け
て
、

施
政
方
針
で
４
つ
の
基
本
方
針

に
掲
げ
た
諸
施
策
を
、市
民
、関

係
団
体
、事
業
者
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
推

進
し
て
い
く
。

画
の
基
本
構
想
に
掲
げ
る
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
理
念
を
継
承
し

つ
つ
、多
様
化
し
、拡
大
す
る
行

政
需
要
に
対
応
し
、持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
を
図
る
た
め
、

Ｓ
Ｄ
Ｇs
、ソ
サ
エ
テ
ィ
5.0
な

ど
の
新
た
な
視
点
を
取
り
入
れ

る
。さ
ら
に
、狭
山
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
と

一
体
の
も
の
と
し
て
策
定
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

土
方
　
施
設
の
再
編
に
つ
い
て

は
、単
に
統
廃
合
を
進
め
る
だ

け
で
な
く
、機
能
の
充
実
や
交

通
環
境
に
も
十
分
留
意
す
べ
き

と
考
え
る
が
、今
後
の
公
共
施

設
の
あ
り
方
は
。

市
長
　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
の
進
行
、施
設
の
老
朽
化
の

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
た
中
で

は
、公
共
施
設
の
適
正
な
配
置

と
計
画
的
な
維
持
管
理
が
不

可
欠
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
は

施
設
の
再
編
を
図
る
必
要
が
あ

る
。再
編
に
当
た
っ
て
は
、集
約

化
や
複
合
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
す
と
と
も
に
、利
用
者
の
利

便
性
に
も
留
意
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

令政会
田村　秀二

新政みらい
土方　隆司

日本共産党
衣川　千代子

はつらつ創造
金子　広和

公明党
広山　清志

交
通
政
策
の
充
実
で
　
　

便
利
な
狭
山
を！

市
民
目
線
で
行
政
運
営
を

チ
ェ
ッ
ク

誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
狭
山
市
へ

２
期
目
の
市
政
に
　
　
　

期
待
す
る

各
種
施
策
に

市
民
の
声
を
生
か
し
て
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施政方針議案質疑

３月定例会
２月21日～３月17日

主
な
議
案
審
議

◆
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

意
思
能
力
の
あ
る
成
年
後
見

人
制
度
利
用
者
の
印
鑑
登
録

を
可
能
と
す
る
も
の

Ｑ
　
成
年
被
後
見
人
本
人
の
意

思
能
力
の
有
無
を
ど
の
よ
う
に

判
断
す
る
の
か
。

Ａ
　
法
定
代
理
人
の
成
年
後
見

人
が
同
行
し
、本
人
に
よ
る
印

鑑
登
録
申
請
が
あ
れ
ば
、意
思

能
力
を
有
す
る
者
と
判
断
し
、

印
鑑
登
録
申
請
が
で
き
る
。

　
第
１
回
定
例
会
で
は
、「
令
和
２
年
度
予
算
」や「

　
第
１
回
定
例
会
で
は
、「
令
和
２
年
度
予
算
」や「
市
営
住
宅

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
」な
ど
、

」な
ど
、

2929
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。採
決
の
結
果
、原
案
の
と
お
り
承
認
・
同
意
・

議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。採
決
の
結
果
、原
案
の
と
お
り
承
認
・
同
意
・

可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、議
員
提
出
議
案「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
緊
急
対
策
を
求
め

可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、議
員
提
出
議
案「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
緊
急
対
策
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

◆
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

市
営
住
宅
へ
の
入
居
の
促
進

や
入
居
決
定
者
の
負
担
軽
減

の
た
め
、入
居
資
格
や
入
居

手
続
き
を
見
直
す
も
の

Ｑ
　
市
営
住
宅
へ
の
入
居
の
促

進
が
必
要
な
理
由
は
。

Ａ
　
空
室
の
増
加
、ま
た
、入
居

者
の
高
齢
化
な
ど
、団
地
内
で

世
帯
の
偏
り
が
生
じ
て
い
る
た

め
、市
内
在
勤
者
を
入
居
対
象

と
し
て
、若
い
世
代
の
入
居
を

促
し
、団
地
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
形
成
を
図
る
も
の
。

Ｑ
　
入
居
決
定
者
の
負
担
軽
減

の
内
容
は
。

Ａ
　
連
帯
保
証
人
を
2
人
か
ら

1
人
に
す
る
こ
と
で
、入
居
時

の
連
帯
保
証
人
を
探
す
負
担
を

軽
減
す
る
も
の
。

◆ 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正

学
童
保
育
室
の
放
課
後
児
童

支
援
員
の
人
員
の
確
保
を
図

る
も
の

Ｑ
　
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資

格
要
件
と
し
て
の
経
過
措
置
期

間
を
5
年
間
延
長
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、人
員
の
確
保
は
図
れ

る
の
か
。

Ａ
　
放
課
後
児
童
支
援
員
と
し

て
従
事
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
延
長
で
、人
員
の
確
保
は

図
り
や
す
く
な
る
と
考
え
て
お

　
新
し
い
時
代
へ
、令
和
２
年
度
予
算
が
成
立

　
新
し
い
時
代
へ
、令
和
２
年
度
予
算
が
成
立

　
安
全
・
安
心
と
持
続
可
能
な
狭
山
の
た
め
に

　
安
全
・
安
心
と
持
続
可
能
な
狭
山
の
た
め
に

市営住宅鵜ノ木団地市営住宅鵜ノ木団地
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り
、5
年
間
で
20
名
程
度
確
保

し
た
い
。

◆ 

一
般
会
計
補
正
予
算 （
第
８

号
）

Ｑ
　
新
た
な
歳
入
と
な
る
森
林

環
境
譲
与
税
は
、ど
の
よ
う
な

目
的
で
使
用
す
る
の
か
。

Ａ
　
平
地
林
の
整
備
を
想
定
し

て
お
り
、令
和
２
年
度
中
に
整

備
保
全
に
関
す
る
計
画
を
策
定

す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
２
年
度
予
算

◆
一
般
会
計

歳
入
歳
出

　
４
８
２
億
２
０
０
万
円

歳
入

Ｑ
　
法
人
市
民
税
が
11
億
３
千

60
万
円
で
、５
億
４
千
９
８
０
万

円
の
減
額
、前
年
度
比
67
・
３
％

と
な
っ
た
要
因
は
。

Ａ
　
中
国
経
済
の
後
退
に
よ
る

影
響
と
法
人
市
民
税
の
一
部
を

国
税
化
す
る
法
人
税
割
税
率
の

引
下
げ
を
見
込
ん
だ
結
果
と
な

っ
て
い
る
。

歳
出

Ｑ
　
若
い
世
代
の
住
宅
取
得
の

支
援
補
助
制
度
の
内
容
は
。

Ａ
　
市
内
で
住
宅
を
新
築
又

は
、新
築
住
宅
を
購
入
し
た
40

歳
未
満
の
世
帯
に
、固
定
資
産

税
３
年
分
相
当
額
を
補
助
す
る

も
の
。

Ｑ
　
高
齢
者
の
自
動
車
運
転
に

対
す
る
安
全
運
転
支
援
装
置
設

置
の
補
助
、ま
た
、運
転
免
許
証

の
自
主
返
納
に
対
す
る
支
援
事

業
の
内
容
は
。

Ａ
　
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故

の
防
止
、被
害
軽
減
の
た
め
、市

内
に
住
民
登
録
の
あ
る
65
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
、安
全
運
転

支
援
装
置
の
設
置
費
用
の
２
分

の
１
、最
大
２
万
５
千
円
を
補

助
す
る
も
の
。

　
ま
た
、運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
市
内
に
住
民
登
録
の

あ
る
70
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者

で
、公
安
委
員
会
発
行
の
運
転

経
歴
証
明
書
を
所
有
す
る
方
を

対
象
に
、交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

へ
の
入
金
、購
入
に
対
し
、１
人

1
回
、最
大
1
万
２
千
円
を
助

費
全
体
で
９
億
７
千
１
７
４
万

円
の
増
額
と
な
っ
た
。

Ｑ
　
サ
ピ
オ
稲
荷
山
に
関
し
て

民
間
事
業
者
選
定
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
業
務
委
託
料
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
こ
の
内
容
は
。

Ａ
　
サ
ピ
オ
稲
荷
山
に
つ
い
て

は
、民
間
事
業
者
が
既
存
施
設

を
改
修
し
た
後
、そ
の
施
設
の

管
理
運
営
を
行
う
方
式
を
検
討

し
て
お
り
、こ
の
方
式
の
導
入

に
向
け
た
助
言
・
指
導
を
も
ら

う
も
の
。

成
す
る
も
の
。

Ｑ
　
税
収
納
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
の
内
容
は
。

Ａ
　
市
税
の
新
た
な
納
付
手
段

と
し
て
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利

用
し
た
モ
バ
イ
ル
レ
ジ
の
導
入

を
予
定
し
て
お
り
、こ
れ
に
よ
り

納
付
さ
れ
る
市
税
の
収
納
情
報

を
現
行
の
税
基
幹
シ
ス
テ
ム
に

反
映
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
。

Ｑ
　
民
生
費
が
前
年
度
よ
り
増

額
と
な
っ
た
理
由
は
。

Ａ
　
福
祉
こ
ど
も
部
に
係
る
増

額
と
し
て
は
、障
害
者
の
自
立

支
援
に
関
す
る
費
用
や
保
育
の

無
償
化
に
伴
う
給
付
費
の
増

額
、子
育
て
支
援
拠
点
施
設
整

備
の
た
め
に
旧
入
間
中
学
校
の

解
体
工
事
に
要
す
る
費
用
に
よ

る
も
の
。

　
長
寿
健
康
部
に
係
る
増
額
と

し
て
は
、介
護
保
険
給
付
費
の

増
額
に
伴
い
介
護
保
険
特
別
会

計
へ
の
操
出
金
を
増
額
し
た
こ

と
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
の
増
加
に
伴
う
療
養

給
付
費
負
担
金
等
が
増
額
と
な

っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、民
生

Ｑ
　
旧
東
中
学
校
の
跡
地
の
利

活
用
に
つ
い
て
、事
業
者
の
公

募
に
当
た
り
、市
は
ど
の
よ
う

な
方
針
で
臨
む
の
か
。

Ａ
　
市
の
考
え
方
は
、企
業
立

地
の
促
進
を
通
じ
、産
業
の
振

興
に
資
す
る
利
活
用
を
図
る
と

と
も
に
地
域
の
要
望
を
踏
ま
え

た
利
活
用
と
災
害
時
の
緊
急
避

緊
急
質
問

　
高
橋
議
員
と
大
沢
議
員
か

ら
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
市
の
対
応
に
つ
い
て
緊

急
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。詳

し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

会
議
録（
５
月
下
旬
公
開
予

定
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

難
場
所
と
し
て
の
機
能
を
確
保

す
る
利
活
用
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

Ｑ
　
狭
山
市
駅
加
佐
志
線
の
進

捗
状
況
と
令
和
２
年
度
の
取
り

組
み
は
。

Ａ
　
平
成
29
年
度
か
ら
用
地
取

得
に
着
手
し
、2
年
度
は
、約
4
千

平
方
メ
ー
ト
ル
の
用
地
取
得
を

見
込
み
、道
路
用
地
の
約
6
割
、

約
8
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
用
地

取
得
が
完
了
す
る
見
込
み
。

議
員
提
出
議
案

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

　
緊
急
対
策
を
求
め
る
意
見
書

 

　
　
　《
可
決
　

7
ペ
ー
ジ
》

提
出
議
員
　
　
　
田
村
　
秀
二
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施政方針討論・採決結果

◆全員が賛成した議案
市長提出議案／人事副市長の選任（𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷人権擁護委員候補者の推薦（千葉收𠮷𠮷
　条例の一部改正監査委員に関する条例𠮷行政手続きにおける特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例𠮷印鑑条例𠮷特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例𠮷狭山市立保育所条例𠮷放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例𠮷建築基準法等関係事務手数料条例𠮷市営住宅条例𠮷水道事業及び下水道事
業の設置等に関する条例　特別会計補正予算国民健康保険（第３号𠮷𠮷介護保険（第３
号𠮷𠮷後期高齢者医療（第２号𠮷　特別会計予算国民健康保険𠮷介護保険　企業会計予算
水道事業𠮷下水道事業　その他専決処分の承認（一般会計補正予算（第7号𠮷𠮷𠮷市道路線
（廃止１件𠮷認定４件𠮷
議員提出議案／新型コロナウイルスへの緊急対策を求める意見書の提出について

討論  ◆令和２年度 一 般 会 計 予 算
議案に賛 成･反 対します

採決の結果 令和２年第１回定例会では、市長提出議案29議案、議員議案１議案を審議
し、採決の結果、すべて承認・同意・可決しました。

賛成討論（要旨）
　予算規模は過去最大だが、基金や地方債の活
用により、一般財源の支出を必要最小限にして
今必要な事業を先送りしない強い決意が感じら
れる　 ▼定住促進策として、40歳未満の方への
住宅取得補助制度を創設　 ▼待機児童解消に向
け、引続き支援を　 ▼次世代を担う児童生徒の
ために学校教育環境を整備　 ▼狭山工業団地拡
張地区基盤整備事業を継続し地域経済を活性化

▼ビジネスサポートセンターによる中小企業等
への支援　 ▼ 狭山茶の農業遺産認定実現を

▼入曽駅周辺整備事業、都市計画道路の整備を
推進　 ▼高齢運転者を対象とする補助制度を創
設　 ▼茶の花号運行の充実　 ▼新武道館建設に
より武道の拠点機能の充実　 ▼ RPA 導入、AI
技術の活用で事務の効率化を

反対討論（要旨）
　市税収入が減少。市債を増やし、予算を増額
している　 ▼基地交付金が基地の固定資産相
当額との比較で７億円少ない　 ▼入曽公民館
の地域交流センター化により、公民館活動の用
具等を保管するスペースがなくなった　 ▼交
通安全推進事業の指導員の定員確保を　 ▼マ
イナンバーカード交付事業のごり押しはやめる
べき　 ▼敬老祝品制度の廃止は復活を　 ▼水野
保育所と児童館を移転せず、残すべき　 ▼生活
保護予算は毎年減額、見直しを　 ▼サピオ稲荷
山は利用を続けられる料金の維持を　 ▼入曽駅
周辺整備事業の橋上駅舎化と東西自由通路の計
画見直しを　 ▼奨学金制度の改善を　 ▼教育セ
ンター派遣職員の増員を　 ▼小中学校の就学援
助制度は、ＰＴＡ会費や部活動費も対象に

議
案
番
号

会派名
議員名

 議案名

令政会 公明党 はつらつ創造 日本共産党 新政みらい 無所属

三
浦
福
田
笹
本
千
葉
太
田
新
良
田
村
広
山
齋
藤
綿
貫
加
賀
谷
金
子
中
村
大
島
衣
川
大
沢
猪
股
土
方
内
藤
高
橋
田
中
西
塚

12 令和元年度一般会計補正予算（第
８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
長

○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

16 令和２年度一般会計予算 ○ ○
討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ×

討 ○ ○ ○ ×
討 ○

19 令和２年度後期高齢者医療特別会
計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

22 狭山市立旧東中学校校舎等解体工
事（第２工区）請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

23 狭山市立旧入間中学校校舎等解体
工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

副市長
𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷

市議会トップページ⇒動画配信ボタンをクリック
⇒左側の配信メニューを選択

狭山市議会狭山市議会をパソコンで！ スマートフォンで！

インターネット配信をご覧ください　インターネット配信をご覧ください　
　
https://www.city.sayama.saitama.jp/gikai/

検索
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施政方針新型コロナウイルス感染症対策

　狭山市議会では、「狭山市議会災害対応指針」に準じ、市が新型コロナウイルス感染症対策
に全力で専念できるように最大限の協力、支援をしています。また、議長を中心に、次のよう
な新型コロナウイルス感染症対策に取り組んでいます。

新型コロナウイルス感染症の
感染拡大防止に向けた狭山市議会の対応

新型コロナウイルスへの緊急対策を求める意見書（要約）

○�議員提出議案第１号「新型コロナウイルスへの緊急対策を求める意見書」を全会一致で可
決し、２月28日付で国の関係機関に提出しました。（以下に要約）

○本会議と委員会の日程を一部変更しました。
　◦一般質問は行わないこととし、３月９日から16日までを休会としました。
　◦３月２日から予定していた各常任委員会を、一日順延しました。

○各常任委員会の議案審査では、感染拡大を防止するため、次の点に配慮しました。
　◦発熱などの症状がある方は、傍聴者を含め委員会への入室をご遠慮いただきました。
　◦休憩中は頻繁な換気を行いました。
　◦委員、執行部説明員ともにマスクを着用したままでの発言を認めました。

　中華人民共和国に端を発した新型コロナウイルスは、急速に感染範囲を
広げ、我が国をはじめ多くの国と地域において死者を含め多数の感染者が
発生している。よって、国においては、国民の安心・安全を確保するととも
に、不安を解消するため、早急に感染拡大の防止策を講じ、国民生活への影
響を最小限に抑えるよう、以下のとおり強く要望する。
　１�検査・医療体制の整備、充実を図ること
　２�正確な情報を迅速に提供すること
　３�観光も含め、経済への影響を最小限にとどめるよう努めること
　４�マスク、消毒薬など医療物資の安定供給に取り組むこと
　５�諸外国との連携を強化し、広域的対応の体制を整えること

　提出先　衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・財務大臣・総務大臣
　　　　　・外務大臣・厚生労働大臣・経済産業大臣・国土交通大臣

議員提出議案第１号

▲

議長から市民の皆様への緊急メッセージを発信し、ホームページに掲載しました（４月１日）

▲

市と連携し、議員間で情報の共有を図っています
　�　市が実施している「新型コロナウイルス感染症対策本部会議」の協議結果などを、随時、
市議会代表者会議で報告し、新型コロナウイルス感染症対策について市と連携して取り組
んでいます。
　�　重複した問い合わせなどによる情報の錯綜や混乱を避けるため、市民の皆様からいただ
いた議員へのご質問ご意見などは、議長が一元化してとりまとめ、市へ回答を依頼し、回答
結果について議員間で情報の共有を図っています。
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施政方針総務経済委員会

総務経済委員会からの活動報告総務経済委員会からの活動報告

令和元年
５月14日

改
選
後
初
の
委
員
会
開
会

６月13日

　
平
成
28
年
の
台
風
９
号
に
よ
り
堤
防
が
大
き
く
削
ら
れ
た
入

間
川
・
霞
川
合
流
地
点
場
所
の
復
旧
状
態
を
視
察
・
確
認
。

請
願
と
し
て
提
出
さ
れ
た「
狭
山
市
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

見
直
し
と
避
難
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
」を
６
月
の
定
例
会
に

て
、建
設
環
境
委
員
会
と
の
連
合
審
査
会
を
開
催
し
て
審
査
し
、

全
員
の
賛
成
に
よ
り
採
択
。

７月24日

　「
地
域
公
共
交
通
が
充
実
し
て
い
な
い
原
因
は
？
」を
テ
ー
マ
に
全
委
員
が
意
見

を
出
し
合
い
、特
性
要
因
図
と
い
う
分
析
手
法
を
用
い
て
問
題
の
原
因
、要
因
別
に

分
析
し
意
見
を
ま
と
め
た
。

②
防
災
・
減
災
対
策
　《
所
管
事
務
調
査
》

９月11日

　
市
内
大
型
備
蓄
倉
庫
・
消
防
団
車
庫
を
視
察
。特
に
消
防
団
車
庫
は
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
も
の
が
多
く
、施
設
の
更
新
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。今
後
の
施
設

整
備
や
消
防
団
組
織
の
再
編
な
ど
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

①
地
域
公
共
交
通
対
策
　《
第
一
回
委
員
間
討
議
》

②
防
災
・
減
災
対
策
　《
市
内
視
察
》

安
心
・
安
全
で
持
続
可
能
な
ま
ち
へ

安
心
・
安
全
で
持
続
可
能
な
ま
ち
へ

市内視察のようす市内視察のようす

「狭山市民会館大ホールステージ」今後も多くの皆様に利用していただくために「狭山市民会館大ホールステージ」今後も多くの皆様に利用していただくために
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施政方針総務経済委員会

10月４日

　
富
士
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
・
小
出
セ
ン
タ
ー
長
、狭
山
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
・
小
林
セ
ン
タ
ー
長
を
招
き
、今
ま
で
の
成
果
報
告
を
聞
き
、今
後
の
企

業
支
援
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

10月８日
　～９日

• 

滋
賀
県
米
原
市
　 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

事
業
に
つ
い
て

• 

愛
知
県
江
南
市
　 

路
線
バ
ス
の
支
援
、デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

事
業
に
つ
い
て

• 

愛
知
県
蒲
郡
市
　 

鉄
道
、路
線
バ
ス
支
援
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

事
業
に
つ
い
て

10月10日

・
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
　

南
ア
ル
プ
ス
市
の
特
徴
を
ま
と
め
た
企
業
誘
致
ア
ピ
ー
ル
の
事
例
研
究

令和２年
２月12日

行
政
視
察
の
結
果
を
ま
と
め
、狭
山
市
の
地
域
公
共
交
通
を
充
実
さ
せ
て
い
く
た

め
に
何
が
必
要
か
に
つ
い
て
、委
員
が
意
見
を
出
し
合
う
と
共
に
、対
策
案
提
出
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
。

　

当
市
の
課
題
と
し
て
人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
が
急
激
に
進
ん

で
お
り
、

     

①
路
線
バ
ス
の
減
少
と
運
転
免
許
証
の
返
納
等
に
よ
る

        

地
域
公
共
交
通
の
検
証

     

②
増
加
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
へ
の
対
応
と
老
朽
化
す
る

        

施
設
の
維
持
管
理

     

③
税
収
が
減
少
す
る
中
で
中
小
企
業
の
支
援
の
強
化
と

        

他
市
と
の
差
別
化
に
よ
る
新
た
な
企
業
誘
致

の
３
項
目
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
し
現
状
を
把
握
し
、

市
民
ニ
ー
ズ
、地
域
特
性
を
考
慮
し
た
事
業
を
市
執
行
部
に
提
言

で
き
る
よ
う
、委
員
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

③
産
業
振
興
・
企
業
支
援
に
つ
い
て

①
地
域
公
共
交
通
対
策
に
つ
い
て

②
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

③
産
業
振
興
・
企
業
支
援
　《
意
見
交
換
会
》

①
地
域
公
共
交
通
対
策
　《
県
外
行
政
視
察
》

③
産
業
振
興
・
企
業
支
援
　《
県
外
行
政
視
察
》

①
地
域
公
共
交
通
対
策
　《
第
二
回
委
員
間
討
議
》

先進市に学ぶ先進市に学ぶ
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学
校
生
活
で
最
も
大
き
な
課

題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ト
イ
レ
の

洋
式
化
は
、平
成
29
年
度
の
富

士
見
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
で
は
、洋
式
化

工
事
が
完
了
し
た
５
校
の
う

ち
、堀
兼
小
学
校
と
入
間
野
小

学
校
の
２
校
に
つ
い
て
、10
月

に
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

◆
　
◆
　
◆

　
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
ト
イ

レ
改
修
工
事
の
概
要
と
し
て

は
、校
舎
の
中
の
縦
一
系
統
に

つ
い
て
、和
式
ト
イ
レ
か
ら
洋

式
ト
イ
レ
へ
の
改
修
、ト
イ
レ

の
床
、壁
、天
井
の
改
装
、老
朽

化
し
た
給
排
水
管
や
照
明
器
具

の
更
新
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
洋
式
化
工
事
は
、

全
て
の
学
校
で
同
一
の
デ
ザ
イ

　
文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、年
度
当
初
に
年
間
活
動
計
画
を
策
定
し
、活
動
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
で
は
特
に
学
校
生
活
環
境
の
改
善
•
新
た
な
時
代
を
迎
え
る
教
育
現
場
へ
の
支
援
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、委
員
会
活
動
や
審
査
を
経
て
実
現
し
た
学
校
ト
イ
レ
の
改
修

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

ン
が
施
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

く
、各
校
の
実
態
や
児
童
の
意

見
を
取
り
入
れ
、そ
れ
ら
が
デ

ザ
イ
ン
に
反
映
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　
例
え
ば
、①
低
学
年
児
童
の

利
用
が
見
込
ま
れ
る
箇
所
に

は
、小
さ
め
の
便
器
を
設
置
②

災
害
時
に
避
難
所
と
し
て
利
用

さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
設
置

さ
れ
た
個
室
の
手
す
り
③
少
量

の
水
で
流
せ
る
災
害
配
慮
ト
イ

レ
④
友
達
の
目
が
気
に
な
り
に

く
い
個
室
の
配
置
⑤
ト
イ
レ
内

に
荷
物
置
き
な
ど
で
活
用
で
き

る
ベ
ン
チ
の
設
置
な
ど
の
工
夫

が
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

◆
　
◆
　
◆

　
全
校
で
共
通
し
て
い
る
こ
と

は
、乾
式
の
床
に
改
修
さ
れ
た

こ
と
で
す
。こ
れ
ま
で
は
、ト
イ

レ
の
隅
に
あ
る
排
水
溝
に
水
を

流
し
て
掃
除
す
る
タ
イ
ル
式
の

床
で
し
た
が
、湿
気
が
残
り
雑

菌
が
繁
殖
し
や
す
い
と
い
う
衛

文
教
厚
生
委
員
会
か
ら
の
活
動
報
告

文
教
厚
生
委
員
会
か
ら
の
活
動
報
告

明るい印象の円い鏡明るい印象の円い鏡

※写真は2019年10月の視察のものです

手すり付きの個室手すり付きの個室

新
時
代
を
迎
え
る
教
育
現
場
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

新
時
代
を
迎
え
る
教
育
現
場
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
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生
面
の
課
題
が
あ
り
、ま
た
、冬

場
に
は
タ
イ
ル
が
湿
気
で
冷
や

さ
れ
る
た
め
、ト
イ
レ
が
と
て

も
寒
い
と
い
う
子
ど
も
た
ち
の

声
も
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ

れ
に
対
し
て
、今
回
採
用
さ
れ

た
乾
式
の
床
で
は
、タ
イ
ル
が

原
因
に
よ
る
寒
さ
が
軽
減
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、湿
気
が
抑
え

ら
れ
る
の
で
雑
菌
が
繁
殖
し
づ

ら
く
、清
潔
感
が
増
し
ま
し
た
。

◆
　
◆
　
◆

　
こ
う
し
た
ト
イ
レ
は
、計
画

よ
り
も
早
く
改
修
が
進
め
ら

れ
、令
和
２
年
度
に
は
、全
て
の

小
学
校
で
洋
式
ト
イ
レ
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。中

学
校
の
ト
イ
レ
、職
員
用
の
ト

イ
レ
も
順
次
改
修
が
進
め
ら
れ

る
見
通
し
で
す
。

通常の議会だよりでは、なかなかご紹介できな
い文教厚生委員会の委員会審査の経過や要望指
摘事項の進捗状況についてご紹介します。委員会審査の経過

◆令和元年度狭山市一般会計補正予算（第８号）
Ｑ　ＡＩ（人工知能）を活用した保育所入所選考システム導入の進捗と、現状における評価は。
Ａ　 実際の入所選考資料を用いて実証実験を進めており、職員が行った選考結果とＡＩが行った選考

結果との一致率は約74％である。今後、実証実験の結果を踏まえ、ＡＩの導入を進めていきたい。

◆令和２年度狭山市一般会計予算
Ｑ　派遣非常勤講師は、学校の要望に十分応えられる状況か。
Ａ　 現在は派遣非常勤講師９名、特別支援教育支援員１名の10名を配置しているが、各学校での配置

要請について全てには応えられず、12名から15名程度の配置がなされると、理想的である。

Ｑ　小中学校の教育用コンピュータ機器整備事業の内容は。
Ａ　 令和２年度に、児童・生徒３人に１台の割合となるように、情報端末を配備するものであり、新時

代の学びを支える様々な機能を備えた持ち運び可能なタブレット型の情報端末を想定している。

◆平成30年度決算認定における要望指摘事項とその対応
要望　 公立保育所においては、待機児童の早期解消に向け、保育士の処遇改善を行い、加配も視野に入

れながら保育士の確保に努められたい。
対応　 各公立保育所では、定員に対し必要な正規職員を配置している。加配については臨時職員で対

応しているが、令和２年度からは会計年度任用職員制度の導入により、処遇の改善を図っていく。
委員会より　一日も早い待機児童の解消につながるように、提言を続けます。

要望　 国で配置が努力義務となっている学校図書館司書については、全中学校
に配置されるよう予算措置を図られたい。

対応　 学校図書館司書は、令和２年度から２名増員し、全中学校（８校）に１名ず
つ配置し、学校図書館における資料の整理、蔵書の管理を通じ、読書活動
の推進と学校図書館の運営の充実を図っていく。

委員会より　委員会での要望指摘が学校図書館司書の増員につながりました。

対面式の手洗い場対面式の手洗い場

３月定例会３月定例会

保育所の利用ニーズが高まっています。ＡＩ入所選考システムは、職員の労働環境を改
善するほか、保護者も早期に入所判定の結果を知ることができ、入園の準備を早く進め
られます。令和２年度にシステムを導入することで、大きな効果が期待されます。

背
景
と
内
容

背
景
と
内
容

これまで、教職員の業務の増加などによる人手不足については、小中学校教職員との意
見交換会でも話題となりました。委員会では、現場の意見を受け止め、臨時対応の増員は
もとより、本来的な人員配置についても、更に検討を求めています。

学習指導要領の改訂に伴い、プログラミング学習などが導入されること
から、いち早く学習環境整備を進める必要があります。委員会審査や所
管事務調査を通じ、児童生徒を取り巻く様々な課題に提言を続けます。

背
景
と
内
容

背
景
と
内
容

背
景
と
内
容

背
景
と
内
容
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ば
れ
る
燃
焼
装
置
や
ろ
過
集
塵
機
、

触
媒
脱
硝
装
置
な
ど
の
排
ガ
ス
処
理

設
備
及
び
そ
れ
に
伴
う
電
気
設
備
の

改
修
と
、余
熱
利
用
設
備
と
し
て
小

型
発
電
機
の
設
置
が
あ
っ
た
。

【
今
後
の
展
望
】　

　
令
和
10
年
度
ま
で
は
、定
期
的
な

修
繕
や
改
修
工
事
に
よ
り
設
備
の
延

命
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。11
年
度
以
降
の
施
設
整
備
の
方

針（
延
命
化
・
施
設
更
新
・
処
理
方
式
）

を
検
討
す
る
た
め
、元
年
度
か
ら
施

設
整
備
計
画
基
礎
調
査
業
務
委
託
を

行
い
、基
礎
資
料
の
作
成
を
行
っ
て

い
る
。作
成
さ
れ
た
基
礎
資
料
に
基

づ
き
、検
討
を
重
ね
、先
進
事
例
の
調

査
研
究
も
行
い
、施
設
の
在
り
方
を

決
定
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

建設環境委員会所管事務　調査報告所管事務　調査報告

　　ナガミヒナゲシ　　ナガミヒナゲシ

■
狭
山
市
に
お
け
る
外
来
生
物
の
状
況
と
対
応

　令
和
元
年
第
二
回
定
例
会

稲荷山環境センター稲荷山環境センター

■
稲
荷
山
環
境
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

　令
和
元
年
第
三
回
定
例
会

【
背
　
景
】

　
近
年
、当
市
に
お
い
て
も
、国
際
化

の
影
響
で
外
来
種
の
動
植
物
の
増
加

が
著
し
く
、日
本
固
有
の
生
態
系
に

種
々
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
当
委
員
会
は
、日
本
古
来
種
の
保

護
と
環
境
保
全
が
求
め
ら
れ
る
現

在
、市
内
に
お
け
る
外
来
種
の
現
況

の
調
査
を
行
っ
た
。

【
調
査
内
容
】

　
我
が
国
に
と
っ
て
、外
来
生
物
は

約
2
千
種
。中
で
も
、生
態
系
へ
著
し

く
悪
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
は「
特
定

外
来
生
物
」に
指
定
さ
れ
、
1
4
8

種
類
が
挙
げ
ら
れ
る
。特
定
外
来
生

物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の

防
止
に
関
す
る
法
律
、通
称
、「
外
来

生
物
法
」が
制
定
さ
れ
、指
定
さ
れ
た

特
定
外
来
生
物
の
飼
育
、輸
入
を
規

制
す
る
と
と
も
に
、防
除
を
行
い
、人

の
健
康
や
農
林
水
産
業
へ
の
被
害
を

防
ぐ
枠
組
み
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
狭
山
市
で
近
年
確
認
さ
れ
て
い
る

主
な
外
来
生
物
は
ア
ラ
イ
グ
マ
、ブ

ル
ー
ギ
ル
、オ
オ
ク
チ
バ
ス
、コ
ク
チ

バ
ス
、ア
レ
チ
ウ
リ
な
ど
、多
く
の
種

類
に
及
ん
で
い
る
。

　
特
に
市
内
に
お
け
る
ア
ラ
イ
グ
マ

に
よ
る
被
害
は
、年
間
80
件
程
度
あ

り
、「
埼
玉
県
ア
ラ
イ
グ
マ
防
除
実
施

計
画
」に
基
づ
き
、市
が
主
体
的
に
捕

獲
と
50
頭
程
度
の
殺
処
分
を
実
施
し

て
い
る
。あ
わ
せ
て
個
体
分
析
調
査

を
行
っ
て
い
る
。

　
特
定
外
来
種
に
指
定
さ
れ
て
は
い

な
い
が
、ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
の
繁
茂

が
見
ら
れ
る
。

【
今
後
の
展
望
】

　
外
来
生
物
の
対
応
は
、市
単
独
で

の
解
決
は
大
変
難
し
く
、県
や
近
隣

市
と
の
連
携
を
強
化
し
、固
有
種
絶

滅
の
危
険
性
を
十
分
理
解
し
、防
除

に
つ
い
て
は
、周
知
徹
底
を
図
っ
て

い
く
。

【
背
　
景
】

　
環
境
問
題
を
考
え
る
う
え
で
ご
み

処
理
の
問
題
は
大
変
大
き
な
ウ
エ
イ

ト
を
占
め
て
い
る
。

　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
や
経

済
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
ご
み
、ま

た
、災
害
に
よ
っ
て
大
規
模
に
発
生

す
る
ご
み
な
ど
、多
様
な
ご
み
に
つ

い
て
適
切
な
処
理
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。焼
却
や
埋
め
立
て
と
い
っ
た
処

理
に
と
ど
ま
ら
ず
、リ
サ
イ
ク
ル
や

リ
ユ
ー
ス
の
観
点
か
ら
も
資
源
循
環

型
の
処
理
が
求
め
ら
れ
る
。そ
う
し

た
観
点
か
ら
、10
年
の
延
命
工
事
が

行
わ
れ
た
狭
山
市
稲
荷
山
環
境
セ
ン

タ
ー
の
調
査
を
行
っ
た
。

【
調
査
内
容
】

　
当
該
施
設
は
、平
成
24
年
度
に
策

定
し
た
稲
荷
山
環
境
セ
ン
タ
ー
の
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、平
成
30
年

度
に
基
幹
的
設
備
改
修
工
事
が
完
了

し
た
。10
年
の
延
命
化
が
行
わ
れ
高

効
率
モ
ー
タ
ー
の
採
用
や
蒸
気
発
電

装
置
を
追
加
設
置
す
る
な
ど
CO2
削
減

に
貢
献
す
る
施
設
と
な
っ
た
。

　
改
修
概
要
は
、ス
ト
ー
カ
炉
と
呼

（ 13 ）

施政方針建設環境委員会

【
背
　
景
】

　
当
該
事
業
は
入
曽
駅
周
辺
の
課
題

の
解
決
、活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
的
に
、平
成
30
年
４
月
に
基
本
計

画
が
策
定
さ
れ
、令
和
元
年
12
月
27

日
に
区
画
整
理
事
業
の
施
行
認
可
を

受
け
た
。こ
れ
ま
で
の
総
括
、進
捗
状

況
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
。

【
調
査
内
容
】

　
平
成
31
年
２
月
に
西
口
駅
前
広
場

を
区
画
整
理
事
業
か
ら
抜
く
基
本
計

画
変
更
を
行
い
、駅
西
側
の
整
備
手

法
を
土
地
区
画
整
理
事
業
か
ら
道
路

事
業
に
変
更
し
た
。

　
２
年
度
か
ら
、西
口
駅
前
広
場
の

実
施
設
計
を
行
う
。県
道
所
沢
狭
山

線
な
ど
、拡
幅
整
備
や
周
辺
の
交
差

点
改
良
に
つ
い
て
、県
と
協
議
を
行

っ
て
お
り
、さ
ら
に
複
合
型
商
業
施

設
の
出
入
口
を
３
か
所
と
す
る
こ
と

で
、自
動
車
の
通
行
に
も
配
慮
す
る
。

歩
行
者
の
安
全
性
の
確
保
と
円
滑
な

自
動
車
通
行
の
実
現
と
、駅
へ
の
ア

ク
セ
ス
性
の
向
上
を
図
る
計
画
と
な
る
。

　
現
時
点
で
の
総
事
業
費
は

49
億
1
千
4
0
0
万
円
を
予
定
し
て

お
り
、今
後
の
詳
細
設
計
や
実
施
設

計
に
よ
っ
て
、実
際
の
金
額
は
確
定

し
て
い
く
。

　
入
間
小
跡
地
へ
の
商
業
施
設
誘
致

は
、ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、庁
内
検
討
委

員
会
で
、民
間
事
業
者
を
募
集
す
る
。

　
県
条
例
に

基
づ
く
雨
水

流
出
抑
制
と

排
水
路
整
備

は
、駅
前
広

場
に
地
下
に

浸
透
さ
せ
る

貯
留
施
設
を

整
備
す
る
ほ
か
、商
業
施
設
建
設
時

に
も
整
備
を
求
め
て
い
く
。ま
た
、不

老
川
の
改
修
に
合
わ
せ
て
、入
曽
駅

周
辺
の
雨
水
管
を
整
備
し
て
い
く
。

【
今
後
の
展
望
】　

　
２
年
10
月
頃
か
ら
一
部
の
建
物
の

補
償
契
約
や
公
共
施
設
の
工
事
に
着

手
す
る
。橋
上
駅
舎
化
や
東
西
自
由

通
路
は
、鉄
道
事
業
者
が
実
施
に
向

け
た
基
本
設
計
に
着
手
し
て
お
り
、

実
施
設
計
の
後
、工
事
に
着
手
し
、令

和
５
年
度
の
ま
ち
開
き
を
目
標
に
事

務
を
進
め
て
い
く
。

を
出
さ
な
い
取
り
組
み
が
協
議
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。

【
今
後
の
展
望
】

①
公
営
住
宅
の
空
室
対
策
に
つ
い
て

は
、引
き
続
き
入
居
要
件
の
検
討
を

行
っ
て
い
く
。

②
空
家
特
措
法
に
基
づ
く
空
家
対
策

は
、市
民
か
ら
直
接
、都
市
計
画
課
に

寄
せ
ら
れ
る
。

　
今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応

で
き
る
よ

う
、専
門
家

団
体
と
連

携
し
た
ワ

ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
を

設
置
し
、対

応
し
て
い

く
計
画
で

あ
る
。

【
市
へ
の
提
言
】

　
委
員
会
と
し
て
、公
営
住
宅
の
空

室
、市
内
の
空
家
対
策
に
つ
い
て
、住

環
境
と
い
う
視
点
を
持
ち
、居
住
支

援
、生
活
支
援
も
含
め
、総
合
的
な
政

策
を
考
え
る
部
署
の
設
置
を
求
め
る

旨
を
市
に
提
言
い
た
し
ま
し
た
。

所管事務　調査報告所管事務　調査報告
　委員会は、その部門に属する事務に関して調査を行う
権限を持ち、それを基に「所管事務調査」を行っています。
今号は、建設環境委員会で、令和元年度に調査した事案
を特集してお知らせします。

市営住宅笹井団地市営住宅笹井団地

■
公
営
住
宅
の
空
室
を
含
め
た
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　令
和
元
年
第
四
回
定
例
会

入曽駅東口入曽駅東口

■
入
曽
駅
周
辺
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　令
和
二
年
第
一
回
定
例
会

【
背
　
景
】

　
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、特
定
空
家

等
を
含
む
空
き
家
の
増
加
や
、公
営

住
宅
に
お
け
る
空
室
の
増
加
な
ど
に

よ
る
、住
環
境
の
悪
化
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
力
低
下
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。

　
当
委
員
会
で
は
、狭
山
市
の
現
状

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、地
域
の
良

好
な
生
活
環
境
が
築
か
れ
る
こ
と
を

念
頭
に
調
査
を
行
っ
た
。

【
調
査
内
容
】

　
昨
年
度
の「
公
営
住
宅
の
現
状
に

つ
い
て
」の
調
査
を
経
て
、入
居
募
集

方
法
の
改
善
が
行
わ
れ
、今
後
の
少

子
高
齢
化
の
進
展
を
踏
ま
え
た
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
あ
る
公
営
住

宅
な
ど
の
あ
り
方
や
、増
加
し
て
い

る
空
室
の
適
正
な
対
策
の
推
進
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
特
定
空
家
等
の
具
体
的
な
判
断
基

準
は
、新
た
に「
空
家
等
対
策
協
議

会
」が
組
織
さ
れ
、市
長
を
は
じ
め
と

し
て
民
間
有
識
者
や
不
動
産
業
者
な

ど
が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、空
き
家
・
空

き
室
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く
ほ

か
、特
定
空
家
等
の
解
消
や
空
き
家
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施政方針議会運営委員会

１　市民にわかりやすい議会
①子ども・議会体験プログラムを開催しました（市内小学生33名と保護者が参加）
　→これまでで最多の参加者を迎え、議会活動を体験し、理解していただきました。　
　→中学生・高校生向けの議会体験プログラムの調査・研究をはじめています。
②議場でのモニター活用を実現しました
　→ 昨年12月定例会から一般質問の補足資料を大きな画面

から提供することでより内容がわかりやすくなりました。

２　円滑な議会運営
①議員間での自由討議の場を設けて協議しています
　→ 全員協議会にて議会運営の確認事項などを協議しています。
②議長の諮問に関する事項について答申しました
　→反問権の導入、一般質問や会期のあり方、政策能力向上の方策、政治倫理規程の補
　　完などについて６回の会議で協議し、考え方をまとめて議長に報告しました。

３　大規模災害時にも機能する議会
①平成27年に制定した「狭山市議会災害対応指針」をより実践的なものに見直しました
　→災害発生時の議会及び議員の役割、議会と市の関係性、議会内の連絡体制や市との
　　情報の共有・協力体制など現実的でかつ実践的な内容に改訂しました。
　　また、議員が常時携帯できる「災害マニュアルブック」を作成しました。

４　改善計画（次年度への申し送り事項）
①市民本位の政策条例を立案するための仕組みづくり
②災害発生時の議会機能の確保など防災体制の強化
③政治倫理規程の補完などによるハラスメントへの対処
④さらに市民にわかりやすい議会運営の推進

今さらですが 　議会運営委員会 ってどんな委員会なの？

　平成３年、複雑化した議会運営を解消していくために、地方自治法によって委員会の設置が
制度化されました。委員会の目的や役割などについては次のとおりです。
　　　　　　各会派及び各常任委員会間の協議をするための調整機関であり、
　　　　　　議会の運営を規制するなど優位的機能がある委員会です。
　　　　　　議事日程など議会運営について協議することや会議規則の改正などを行う
　　　　　　とともに、議長の諮問について調査・検討し、答申する機関です。　　　

「市民から信頼される議会を目指して」を実現していくため
には、任期４年間で活動を区切るのではなく、継続性を大切
にしながら、「目標設定→計画→実行→評価→改善」を繰り
返し続けていくことが重要です。前期からの引継ぎ事項を
解決し、「市民にわかりやすい議会」、「大規模災害時でも機
能する議会」の実現を目指して取り組んでおります。

市民から信頼される議会を目指して　１年間の活動の振り返り　市民から信頼される議会を目指して　１年間の活動の振り返り　

【令和元年度　具体的に取り組んだこと】　【令和元年度　具体的に取り組んだこと】　

 傍聴席のモニターに資料を表示

 

災
害
発
生
時
の
議
員
の

対
応
を
ま
と
め
て
い
ま
す

感染予防のため、委員間の座席の間隔を
あけて、議論をしています

（ 15 ）

施政方針基地対策特別委員会

　基地対策特別委員会活動報告

　

令和元年９月４日（水）主な内容

《執行部からの報告事項》
■Ｃ－１輸送機からの陸上自衛隊梱包物品の落
　下事案
■ 入間基地災害対処拠点施設等の整備中に発見

された廃棄物の処分
■航空自衛隊入間基地に関する令和２年度概算
　要求の主要事業

　　　　　小美玉市の議場にて

《 県　外　行　政　視　察 》

　令和元年11月14日（木）に、航空自衛隊百里基地を抱える
茨城県小美玉市を訪問し、「騒音対策」「関係機関への陳情」

「基地との交流活動」などについての意見交換を行いまし
た。今回の視察で得たことを参考に、入間基地にかかわる
市民の生活環境の整備と改善のための活動につなげてま
いります。

令和元年 6月 12日（水）主な内容

《執行部からの報告事項》
■ 入間基地災害対処拠点施設等の令和元年度の

整備概要
■Ｃ－２輸送機の入間基地への飛来状況
■ 航空自衛隊Ｔ－４中等練習機エンジン不具合

及び今後のＴ－４の飛行等
■ピットファイヤー訓練の実施

令和元年 12月 3日（火）主な内容 令和 2年 2月 25日（火）主な内容

《執行部からの報告事項》
■入間航空祭
■基地対策協議会の要望活動
■令和元年度自衛隊統合演習（実動演習）
■入間基地誘導路舗装打ち替え夜間工事
■ 令和元年度の特定防衛施設周辺整備調整交付

金、国有提供施設等所在市町村助成交付金

《執行部からの報告事項》
■地対空誘導弾ペトリオットの能力向上
■ 入間基地所在部隊における救難装備品の使用

訓練
■陸上自衛隊展開訓練に伴う空砲の使用
《議会事務局からの報告事項》
■全国市議会議長会基地協議会の動向

《　要　望　活　動　》

　令和元年８月７日（水）に、防衛省北関東防衛局
及び航空自衛隊入間基地に対し、航空機の安全飛
行はもとより、必要最小限の飛行、施設並びに装備
品の安全管理の徹底、住宅防音工事に係る財源確
保、オスプレイの運用に係る関係自治体への事前
の十分な情報提供など21項目について、市民の生
活環境の改善と周辺対策の一層の充実が図られる
よう強く要望しました。
　これに対し、各要望項目について、今後とも誠意
を持って対応していく旨の回答がありました。

　そのほか、11月には「入間航空祭における航空機の安全
飛行の徹底、飛行展示及び曲技飛行は最小限にとどめるこ
と、市街地上空の低空飛行は極力さけること」の３項目につ
いて、令和２年２月には「小中学校の公式行事の際における
飛行訓練等の中止」についての要望活動も実施しました。

防衛省北関東防衛局での要望活動のようす

　入間基地での要望活動のようす
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　笹本　英輔
　衣川千代子
　福田　　正
　広山　清志
　土方　隆司
　千葉　良秋
　齋藤　　誠
　中村　正義

　市民の憩いの場となっている入間川河川敷では、にぎわい創出によ
る交流人口拡大と地域のイメージアップを図る「入間川とことん活用
プロジェクト」がスタートしています。新富士見橋と昭代橋の間にあ
る河川敷中央公園では、満開の桜が見守る中、令和２年度中のオープ
ンに向け、市と民間事業者が連携して整備を進めています。

市議会の傍聴に関するお願い市議会の傍聴に関するお願い

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防
止のため、しばらくの間、本会議と委員会の
傍聴については、市民の皆様の健康を守る
観点から極力御遠慮いただきますようお願
いいたします。
　なお、 本会議（一般質問など）の動画は、
インターネット配信をしていますので、パ
ソコンやスマートフォンでご覧ください。

表紙の写真 　桜咲く河川敷中央公園

市 議 会 の 活 動

６月５日（金）　開会、議案説明
６月９日（火）　議案質疑
　　10日（水）・11日（木）　常任委員会
　　15日（月）～17日（水）　一般質問
　　23日（火）　委員長報告、採決、閉会

土・日曜日を除く。日程は変更になる場合があります。
問合せ議会事務局へ  ☎ 04-2953-1111 内線 3311
 FAX  04-2955-2396 

６６月定例会の予定月定例会の予定

編
集
後
記

　
今
年
は
閏
年（
う
る
う
ど
し
）。５
月

１
日（
金
）が
八
十
八
夜
に
な
る
。立
春

か
ら
数
え
て
、88
日
目
。冬
至
と
春
分
の

中
間
に
あ
た
る
立
春
は
２
月
４
日
な
の

で
、平
年
よ
り
１
日
早
い
こ
と
に
な
る
。

　
ご
当
地
狭
山
市
で
は
、茶
摘
み
が
本

格
的
に
始
ま
り
、こ
れ
か
ら
の
数
か
月

間
、茶
農
家
は
大
忙
し
。新
茶
は
縁
起
物

と
聞
け
ば
飲
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
八
十
八
は
、末
広
が
り
の「
八
」が
二

つ
あ
る
こ
と
か
ら
、縁
起
が
良
い
と
さ

れ
、初
摘
み
の
新
茶
を
飲
む
と
一
年
を

災
い
な
く
過
ご
せ
る
と
言
う
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
福
田
　
記
）

市議会のホームページを
　　　　　　　　　　リニューアルしました
　狭山茶をイメージし、黄緑を基調としたト
ップページから、市議会の新着情報や定例会
の日程のほか、本会議のライブ中継や録画配
信などの動画配信メニュー、会議録検索や情
報公開など、市民の皆さんにわかりやすく、開
かれた議会を目指して、情報発信していきた
いと思います。

　パソコンだけで
なく、スマートフォ
ンやタブレットで
も、閲覧環境に適し
た表示にデザイン
が自動変更します。
　サイトマップの
変更により、ＵＲＬ
が変わるため、お気
に入りやブックマ
ークの登録をして
いる方は、再登録を
お願いします。

　令和２年１月10日、SDGs de 地方創生の公
認ファシリテーターである笹本英輔議員を講
師に、「SDGs de 地方創生ワークショップ in
狭山市議会」と題した議員研修会を開催しま
した。この研修会は、狭山市のまちづくりを進
めるうえで、SDGsのどのような考え方を広め
ればよいのか、地域の活性化にどのように活

い

かせばよいのか、ゲームを通して学びました。
　参加した議員から
は、「ワークショップ形
式で、コミュニケー
ションを取りながら
プロジェクトを実現
していく点が良かっ
た」「SDGsの17の目標
を、本市の課題に分類
し取り組むべき」などの声がありました。

次号の議会だよりは８月７日発行

議員研修会を開催

　　SDGsを　　SDGsを活活
いい

かしたかした
　　まちづくりを学ぶ　　まちづくりを学ぶ

スマートフォンのスマートフォンの
画面表示のイメージ画面表示のイメージ


